「尹奉吉事件」軍法会議判決 by 石村 修
－ 1 －
「尹奉吉事件」軍法会議判決
専修大学法科大学院教授　石村 　修
はじめに
　私はこれまで今村力三郎訴訟記録の編集作業に係ってくる過程で，これに関する
解説を書く機会を数回もつことができた。とくに，「虎の門事件」（同記録35巻）は，
大正期に起きた「大逆事件」として，非常に特異なものであったと私には印象深く
記憶に残っている。この事件を私は，大正から昭和にかけて生じた，各種のテロ行
為を誘発する「テロの時代」を象徴する社会現象として扱った。「テロ行為」はい
つの時代にあっても，もちろん国法的・人道的に鑑みれば許されざる行為であり，
「法治国家」に対する明確な挑戦であることは確かなことである。しかし，テロ行
為を起こす側は，通常の犯罪行為と異なって，明確な目的と揺るがない信念をもっ
て犯行に及ぶものであり，したがって，その後の展開は予測されない方向に進むこ
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ともありうる。テロ行為者とそれを支援する者と，テロの犠牲者との間には，歴史
認識に対する大きな差異があった。また，大方のテロ行為そのものは，その後，実
行者が逮捕され，一見冷静に裁判という合法的な過程を踏まえて，その犯罪が法の
下で裁かれることになる。われわれ法律家の興味は，その裁判そのものの展開にあ
るが，歴史家の目からすれば興味は別のところにあるはずである。つまり，歴史家
として判断しなければならないのは，テロ行為そのもののその後の歴史的評価の問
題である。歴史的評価は，国家体制により，時代により変化してくる。とくに，戦
争・戦後処理を巡るその評価の問題は，各種の論争を惹き起こしていることは，格
別コメントすることはないであろう１）。本稿では，こうした問題までいたることに
なる一つの事件を以下，紹介することにしたい。
＊　　　＊　　　＊
　私は，偶然の機会で表題にある事件の判決記録と遺書のコピーを手にすることが
できた。専修大学の同僚の内藤光博室員とともに，「殖民地法制研究」を長年続け
てきた。この研究会は，笹川紀勝（明治大学）教授と金勝一（国民大学・韓国学研究
所長）教授を中心にしてなされてきたプロジェクトで，トヨタ財団および ICU の21
世紀 COE の後援を受けて，韓国・米国と日本国の共同研究という形で続けてきた
ものである。具体的には日本国の統治下で生じた「３・１独立運動」（1919年）に
関連する総合的な研究であり，その一つの成果として３・１独立運動に係わる裁判
の判決集（『三・一独立運動判決精選』高句麗，1999年）を出版し，その研究をするこ
とが当面の課題としてあった。いずれこの研究の全体の成果は，書物となって著さ
れることになっている２）。その研究活動の一環として，2006年３月に中国の上海に
て研究会を行い，その際に，この地における関連施設として上海での臨時政府跡や
金九等の避難場所（向嘉興）とともに，虹口（ホンコウ）公園を訪れた。問題の「尹
奉吉（ユン・ボンギル）事件」がこの公園で起こったことは，恥ずかしながらそこ
１）フランスとドイツが共通の歴史認識をえようとしたのと同様にして，中・韓・日の共同作業が進めら
れている。その一つの試みである，日中韓３国共通歴史教材委員会編『未来をひらく歴史』（高文研，
2005年）113頁では，コラムとして「上海『義挙』と尹奉吉」を，李元淳他（君島和彦他訳）『若者に伝
えたい韓国の歴史』（明石書店，2004年）でも「義挙活動」としている。
２）仮題『日本の植民地支配の諸相』（風行社，2008年）刊行予定。
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にある記念館で初めて知ることになるが，そこに展示されていた判決文にわれわれ
一行は大いに関心をもった。その時，われわれに同行していた尹圭相（月進会・梅
軒文化祭主催）氏が，そのコピーを送ってくれることを私に約束してくれた。程な
くそのコピーは私の手元に送られてきたが，偶然入手することになった貴重な資料
（日本には原本はないと言われている）をこのまま寝かせてしまうのは，忍びないと
思っていた。今回の室報に余裕があると聞いたので，少し関連資料を参照しながら，
この紙面で紹介することに相成った。まずもって，資料を提供していただいた尹圭
相氏に御礼を申しあげたい３）。
１　３・１独立運動
　現行の大韓民国憲法（1987年制定）の前文には，大韓民国（以下，韓国とする）建
国にとっての重要な日付として「３・１と４・19」が明記されている。「悠久なる
歴史と伝統に輝くわが大韓民国は，３・１運動によって建立された大韓民国臨時政
府の法統と不義に抗した４・19民主理念を継承して，祖国の民主改革と平和的統一
の使命に立脚し……」とある４）。３月１日は，現在，韓国では国民の祝日になって
おり，私もこの日に合わせてソウルにいたことがあるが，政党別にかなり大規模な
集会をやっていた。建国との関係で「３・１」は国民にとって同一の意味をもって
いるものの，「これを受け継いでいかなる政治運動をさらに続けていくかの路線の
違いが，別個の集会を促すのである」との解説を私の知人はしてくれたが，反日に
連動するグループもあり，日本人は近づかない方が良いとの忠告もうけた。確かに，
３・１は，日本の統治の不当性を指摘し，その時代を総括する日である特殊な日で
あるから，日本人の姿を見たくないことは理解できる。とくに，３・１運動のスト
ーリーが一連の10枚のレリーフとなっている，タプコル（パゴダ）公園に近づくこ
とは，日本人にとって勇気が必要である。同公園には普段から市内に住む老人が集
まり，話し込んでいる場所であり，彼らからして日本人はここに来て欲しくはない
ところなのかもしれない。
３）判決原本の一部と関連写真を，本稿末に掲載したので，参照していただきたい。
４）高橋和之編『新版・世界憲法集』（岩波文庫，2007年〔國分典子訳〕）333頁。
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　さすがに，日本の世界史の教科書でもこの「３・１運動」には記述があり，例え
ば，「東アジアの民族運動」の関連でこの運動を扱い，「民族自決主義の潮流のなか
で，1919年３月１日，宗教界の名士が民族代表として署名した独立宣言が公布され，
民衆は各地で集会とデモを行った（３・１運動）」５）と記され，そのレリーフの写真
が付け加えられている。この運動は，一定の層によって入念に準備されたが，その
先駆けが２月８日に東京でなされており，朝鮮 YMCA（現在の千代田区神田・猿楽町）
において東京朝鮮留学生学友会のメンバーが独立を要求する宣言を読み上げたのが，
公式には最初のものであった。国内での宣言をまとめた者たちは「大衆化，統一，
非暴力」を行動指針とし，33名がこれに署名した文書を，大韓帝国初代皇帝高宗の
葬儀に合わせて朗読し，合わせて文書を朝鮮の主要都市に配布した。市民は，「独
立万歳」を叫んでデモに参加したが，各地で統治者との間で衝突が起こった。当然，
この運動に対して総督府側は実力で対応したのであり，警察だけでなく憲兵と軍部
をもって対応を行い，市民の逮捕者や犠牲者が増大していった。この運動は，約２
ヵ月の間，朝鮮半島の主要都市を中心にして展開されていた。一般的にこの時代は
「武断政治期」とされているように，武力弾圧は徹底したようで，日本側の犠牲者
に比べて，抵抗側の被害は甚大であった。資料によってその数値は違いがあるもの
の，およそこの運動に係わる死亡者7,600人，逮捕者6,300人とされている６）。朝鮮
総督府は一種の事後立法の形をとることになるが，同年４月15日，「政治に関する
犯罪処罰の件」を発布し，政治変革をめざす大衆行動とその扇動行為に厳罰をもっ
てあたることとした。この運動に理解を示した日本人もいたが，日本人の多くは概
ね批判的な対応を示し，政府もパリ講和会談の手前もあり，早く問題を終結に導く
ための方途を選択していたことになる。
　この運動は，同様の圧政下にあった民衆への刺激罪となって表され，とくに，中
国では，北京の学生デモが「５・４運動」という形で伝播され，ここでは国内の圧
制と外からの帝国主義的支配動向に抵抗するという形をとることになる。さらに，
５）清水書院『高等学校　世界史Ｂ』（2004年）173頁。さらに，本格的には姜徳相編『三・一運動』現代
史資料26（みすず書房，1967年）476頁以下。
６）金正明編『朝鮮独立運動Ⅰ』（原書房，1967年）259頁以下，朴殷植（姜徳相訳注）『韓国独立運動の
血史』（平凡社，1972年）参照。
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朝鮮の独立運動が国内で挫折したことを受けて，海外を拠点とする活動が，この期
を境にして展開されることになる。1919年の抵抗運動の渦中の４月10日，上海に「大
韓民国臨時政府」を樹立し，その国務総理として李承晩を充てた７）。現在でも上海
の中心部に残されている３階建ての小さな建物の中で臨時政府が蠢動しだした。こ
の臨時政府は，臨時憲法を制定し，権力分立からなる統治のシステムを形式化して
いる。この臨時政府に，参加した者の中で，内務大臣であった金九（キムグ，1876
〜1949年）について少しここで言及しておく。
　彼に関しては人物評価の分かれるところであるが，若いころから激情的な行動を
起こしてきており，その関係で民族派に分類されている。３・１独立運動にも参加
する中で，追われて直ちに上海に亡命しており，そこで「韓人愛国団」を結成し団
長に収まり（1931年），そこで，本稿の主役である尹奉吉と知り合うことになる。そ
の後，追われるようにして重慶に逃げ，李の後継として臨時政府主席となり，韓国
光福軍を組織し，蒋介石の中国国民党とともに抗日活動をすることになる。上海時
代においてこの金九と尹が具体的にどのように出会ったのかは不明であるが，金に
示唆されてテロ活動が行われたことは確かである。実行直前に写したとされる大韓
民国国旗（テグツキ）を前にした尹と金のポートレートは，この時期における２人
の親密な関係を想像させるに十分なものであった。
２　尹奉吉と金九
　尹奉吉（1908〜1931年）は，現在の韓国中西部に位置する，忠清南道徳山面柿粱
里で生まれた。この生地には思い入れがあったようで，この地を読んだ洞（道）歌
を遺書に認めている。彼が犯行を決意した時に，金九に促されて書いた遺書なるも
のがあり，ここに将来公表されることを意図した履歴が記されている。年次は正確
ではないとされているが，これに従って概ねその履歴を辿ることにする。彼の誕生
後２年（1910年８月）にして「韓国併合に関する日韓条約」が調印されているから，
彼の人生はほぼ日本国の統治下にあった。７歳の時に私塾に就学し，11歳で徳山小
７）1919年６月11日に臨時憲法が制定されている。国民を主体にしたこの憲法の民主的な理念を考えると，
「独立」がもつ意味の重さを評価しなければならないであろう。
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学校に入学した。２年後にはその小学校を自主的に退学したが，その理由はその植
民地教育に反対してのものであり，早熟性を知ることになる。以来，書堂で漢詩を
学び，学才があると周囲の者に褒めたたえられ，他方で，剛毅な性格をもち狸の渾
名があった。号は後に，「梅軒」を名乗っていた。周囲の反対にも拘わらず16歳の
時に日本語を独習し，１年後には話せるまで上達した。周囲の勧めがあって，この
時期に児童数名の教師役（「犬も食わぬ糞を垂れる人となる」，という表現を用いている）
を担っていたが，19歳になって村の小屋にて貧農の生徒に教育を行い，教育の成果
を示す学芸会を催し，村人相手に「古談及び新思想を講演した」とあるから，村に
おいては早くも教養人として評価され，本人もかなりな努力をして新知識をえてい
たと想像される。1929年には，「月進会」を組織し，農民の団結を唱えていた。
　彼の幼年期に起こった「３・１運動」をどのように受け止めていたかは，先に指
摘した小学校の自主退学に見られるように，思考の根底に置かれていたようであり，
その後の国内情勢はそれなりに把握していたのではないかと思われる。総督府は，
警察と憲兵・軍隊が一体となった「武断政治」から軍隊が一線を引く「文化政治」
へと転換したが，支配される側において認識は基本的には変化がなかったはずであ
る８）。ただし，制限された範囲でのハングルによる新聞・雑誌が許された。彼はす
でに結婚し（15歳で，とある），一児をもち，さらに二児の誕生前の状態であったに
も拘わらず，23歳の時にこのままで良いのかという焦りを感じ，「鉄拳を以って敵
を即時に打壊さん」との覚悟をもって，臨時政府がある上海を目指すことになる。
「丈夫出家　生不還」の書置きを残している。この旅立ちを大胆というか，無計画
かと思わせるのは，上海に着くまでの自己資金は持たず（借金はもっていた）に故
郷を出たために途中で金策が底をつき，青島にて日本人経営の洗濯所で働くことに
なる。ここで約１年間働いた後，1931（昭和６）年５月，彼が24歳になった時，や
っと上海に辿り着いた。すべて単独行動であった。上海に着いた時にも無銭の状態
で，さっそく製帽工場（中国鬆品公司）に職を求め，フランス租界地区に居住して
いた。翌年ここを解雇されるに及んで，ここで知り合った桂春建と共に小売店を日
本人地区である虹口に開いた。
８）石村修「日韓併合期の警察機構」内藤 =古川編『東北アジアの法と政治』（専修大学出版局，2005年）
85頁以下参照。
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　彼は，韓人愛国団に，大韓民国僑民団幹部，李裕弼を通じて加わり，金九と知り
合ったとある。この時期，金九は別のテロ活動を画策していた。それは要人暗殺計
画であり，敵の要人の中の要人であり，摂政からすでに即位していた天皇の命を狙
った。「虎の門事件」の解説でも紹介した，「桜田門事件」（1932年１月）がこれであ
る。事件の首謀者である李奉昌（木下昌蔵）は，上海で金九と知り合い，金に促さ
れるようにして手榴弾２個を携えて偽名で東京に赴いた。李は，代々木の練兵場に
向かった天皇の馬車を目掛けたつもりが，錯誤して目標とは別の一木喜徳郎宮内相
の乗っていた馬車にこの手榴弾を投げ，逮捕されている。警察は李の背後に金九が
いたことを突き止め上海にまで赴くが，結局，彼を見出すことは出来なかった。犯
行に及んだ李は，逮捕され大審院での裁判の後，刑法73条の「大逆罪」に科せられ
て死刑に処せられている。なおこの裁判の弁護には，鵜沢聡明があたっている９）。
この失敗があった関係で，次のテロ行為に関しては，金としても慎重を期していた
のかもしれない。
３　事件の経緯
　桜田門事件が失敗に終わった後，次なる行動を金九は上海で起こすことを構想し
た。具体的には，1932年４月になって金は尹を租界内の隠れ家に数度にわたって呼
び出し，謀略を説明し，これを実行する意思があるかどうかを確認した10）。これが
どのような状況で進展していったかは具体的には知る由もないが，尹がテロの実行
者として志願したのか，それとも金九の説得に依るのかによっては，裁判における
判決に影響を与えるのであるが，その点は不明である。爆弾の処理の仕方，爆弾を
投げる対象については，金から教えられているところからすれば，金の書いたシナ
リオの実行者として尹が選ばれたという様に判断するのが普通ではないだろうか。
４月24日（勅喩下賜記念日）を決行日としたが爆弾が手に入らず，26日に爆弾が入
９）許世棔「桜田門事件」『日本政治裁判史録』（第一法規出版，1970年）383頁以下。
10）金正明『朝鮮独立運動Ⅱ』（原書房，1967年）496頁，比較的事件の経緯を詳しく書いたものとして，
森川哲郎『朝鮮独立運動暗殺史』（三一書房，1976年）251頁以下，があるが，どうも脚色部分が多いと
思われる。
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手できたことで，最終的にこの計画の実行が決定され，尹は金と写真に納まり（後
掲），次のような宣誓文を認めている。
　「余ハ赤誠ヲ以テ祖国ノ独立ト自由ヲ回復センガ為韓国愛国団員ノ一員トナ
リテ中国ヲ侵略スル敵ノ将校ヲ虐殺スルコトヲ盟誓ス」
　要人を狙ってのテロ行為は，概ね多くの者が集合することができる公的行事に行
われることになるが，選択されたのはこの地でも祝日とされていた４月29日の天長
節であり，ここに登場する陸軍大将白川義則と同中将植田謙吉が対象となった。上
海の日本人居住地区にある虹口公園にて，上海派遣軍の観兵式がまず行われ，その
後，在留日本人の参加する官民合同祝賀会が開催された。紅白の布で巻かれた手す
りと，その裾を同じ紅白幕で覆われた壇上に，当該白川・植田を中心にして重光葵
公使，海軍中将・野村吉三郎，総領事・村井倉松，居留民団行政委員会長・河端貞
次，民団書記長・友野盛が登壇した。尹は風呂敷に爆弾を隠し持って公園に赴き，
壇上左の一般席に８時には到着して陣取っていたが，やがて式が進行し，君が代が
流れて，その曲が終わろうとした瞬間，壇上に近づき，肩から掛けていた「水筒型
爆弾」を壇上めがけて投機した。これが炸裂し，壇上の要人はすべてが多大な損傷
を受け，この内，河端は事件の翌日「胸膜腔内出血」によって死亡している。判決
には白川は治療４週間，植田は６週間と書かれているが，白川はこの傷が原因で１
ヵ月後（裁判終了後）に死亡するに到っている。また，重光は足を切断せざるをえ
なくなった。決行前に収まった写真では，左手にこの水筒型の爆弾を，右手に弁当
型の爆弾をもっている。この事件には弁当爆弾が使われたという風評が流れたが，
これは自害用に用意されたものであったが，実際には使われず，その場に置き去ら
れたようである（証拠として提出されている）。水筒型爆弾は，水筒に擬して作られ
たロシア製のもので，白い布を巻いて肩から提げていた。尹は犯行後，群集にまぎ
れて逃げようとしたようであるが，官憲に取り押さえられている。彼は，爆弾を投
げた後に，「大韓独立万歳」と声を張り上げたと解説する本もあるが，その真偽の
程はわからない。爆弾が破裂し，多大な犠牲者が出たことは確かであった。
　尹は陸軍憲兵隊で取り調べられ，そうとうな拷問を受けたが，ついに背後関係に
は言及しなかったとある。しかし，問題の金九が，英字新聞に投稿し，先の桜田門
事件と今回の事件の首謀者が自分であることを堂々と名乗ったという。ここでの金
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の大胆さには，理解しがたいところがあった。
４　軍法会議
　明治憲法60条には「特別裁判所」の設置が認められていたが，その一つが「軍法
会議」であり，それを規定しているのは大正10年制定の「海軍軍法会議法・陸軍軍
法会議法」である11）。両者の内容はほとんど違いがないので，一体のものとして扱
われている。ここで扱う事件は，軍人を対象とする刑事裁判であるが，本件で起訴
された尹は軍人関係者ではない。するとなぜ，軍法会議にこの事件が管轄されたの
かをまず説明しなければならないであろう。軍法会議の裁判権は「身分に基づく裁
判権，事物に基づく裁判権，そして，場所に基づく裁判権」に区分される。本件に
おいては，軍人と区別された常人（民間人）がこの起訴された者になるので，この
事件の場合には，場所に基づく裁判権と関係する。つまり，「特定の地域内にある
常人の犯罪で戦時事変に際し軍の安寧を保持する為必要あるとき」（陸軍・海軍軍法
会議法６条）に，関係することになる。具体的には，この特定の地域として「作戦
地域・兵站地域・管轄地域・守備地域」（陸軍13条３号），「占領地域・警備区・守備
地域」（海軍15条３号），があげられている。すると，常人の犯罪に関しては，通常
の裁判に管轄するか，軍法会議に管轄するかは，可能性としては競合することにな
り，起訴する側に選択の余地がでてくる。しかも，上海租界は独自の法体系が機能
していた。その関係で，刑事交渉法により領事裁判所に送られる可能性もあった。
しかし，犯行当時は満州事変（1931年）後のことであり，犯行のあった1932年には，
上海で海軍陸戦隊が中国第19路軍と交戦している（いわゆる上海事変）。上海に赴い
ていた陸軍は，一定の軍事作戦を実行する目的で滞在していたことになり，爆弾の
対象となった白川がこの事変後を処理する任についた派遣軍司令官であったことを
考慮して，軍法会議が選択されたことになる。
　事件が起きた上海の地は，常設軍法会議ではなく，必要に応じて設けられた「特
設軍法会議」（陸軍８条）であり，上海の地に３人の裁判官が招集された。全て陸
11）日高巳雄『軍法会議法』新法学全集（日本評論社，1936年）。
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軍関係者で占められ，裁判長に，判士陸軍工作兵中佐・服部暁太郎，裁判官に，陸
軍法務官・大塚操，判士陸軍輜重兵大尉・町田勇，とある。通常は判士３名，法務
官２名の合計５名で行われるが，特設であるが故に３名で裁判はなされた。この裁
判は，非公開の内になされ，弁護人も付けられてはいない。この事件が，軍法会議
に掛けられた結果，事件は闇の中に落とし込まれ，内地の国民にまで事件が伝わる
ことはなく，事件の影響を最小限に留める作用が働くことが期待されたのであろう。
そこで，判決は最初から決まっていたようなものである。当然のことのようにして，
尹が裁かれたのは，日本の国法であり，日本国の裁判によってであった。検察側が
申し立てた罪は，「殺人，殺人未遂，傷害，爆発物取締罰則違反」であった。証人
として，関係者２名が事実関係を述べ，鑑定書および聴取書により被害者の状態が
確認されるといった具合に，裁判が淡々と進行している様子が，判決からは読み取
れる。判決は死刑とされたが，その罪に該当する根拠条文が競合する場合は，重い
ものを用いる（刑法10条）として，爆発物取締規則１条「人ノ身体ヲ害スル目的ヲ
以テ爆発物ヲ使用シタル所為」違反を根拠としている。軍法会議は，弾劾主義をも
って裁判が行われるとあるが，被告人の尹にいかなる申し立ての機会が与えられた
のかどうかは不明である。事件から約１ヵ月後の1932（昭和７）年の５月28日に，
死刑判決が下されている。判決までにいたる時間の異常なる速さに驚かされるとこ
ろである。
余　話
　尹は逮捕された後，身柄を拘束されるがその背後関係については口を割らなかっ
たとされている。その後の経緯については，山口隆氏の著作に詳しく述べられてい
るが 12），上海での公開処刑案もあった。この年の11月になって大阪に移監され，さ
らに，11月陸軍第９師団の駐屯地である金沢へ連行されている。当時，練兵場があ
った市内の三小牛山にて，12月19日銃殺刑に処せられた 13）。軍法会議による結果が
銃殺刑という方法になる。この地の隣山に該当する野田山の陸軍墓地の通路に「暗
12）山口隆『尹奉吉　暗葬の地・金沢から』（社会評論社，1994年）に詳しく述べられている。
13）12月26日，寺島外務省条約第二課長宛に電文が発せられている。
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葬」された。まさに，皆に踏まれることを意識した，残酷な扱いをされたことにな
る。
　遺骨は1946年，在日していた韓国人によって発掘され，ソウルに持ち帰りそこで
丁寧な葬儀を行った後，国立「孝昌」（ヒョチャン）墓地公園に改葬された。この公
園には，三義士として，李奉昌，尹奉吉，白貞基の墓が並んでいる。白は，1933年，
上海虹口公園で日本大使有吉明を爆殺している。現在，金沢の地には，尹の慰霊碑
が残され，「尹奉吉　暗殺之跡」と記されている。韓国政府は，1962年になって彼
に「建国勲章」を贈り，独立運動の義士との扱いをし，ソウル郊外にある独立記念
館に祀られている。国定韓国高等学校歴史教科書では，「愛国戦士の活動」として，
この事件も扱われている。ここに歴史教科書での明確な違いを見つけることができ
よう14）。昨年，12月には尹義士75周年追悼式が墓前にて行われ，新大統領になる李
明博氏が代表で挨拶しており，尹の存在の大きさを改めて知ることになる15）。
　虎の門事件での難波大助と本事件の尹が刑場の露となったのは，同じ25歳の時で
ある。彼らの余りにも早く終わった人生を思うとき，こうした事件を生み出した時
代の残酷さを考えざるをえない。彼らの青年に特有な純粋な気持ちを尊重しなけれ
ばならないにしても，決してあらゆる「テロ行為」そのものを全て賞賛できるもの
ではない。「３・１独立運動」も当初は非暴力を目指していたはずである。こうした
悲劇を生み出さないための策を，過去の悲惨な事件を知る毎に思わざるをえない。
14）「国外では金の日本東京（皇居）投弾，李奉昌の日本国王（天皇）暗殺未遂，尹奉吉の上海虹口公園
での日本軍投弾，趙明河の台湾義挙がある。このほかにも数多くの独立闘士は命がけで日帝と戦った。」
（曹昌淳・宋連玉訳）『韓国の歴史』（明石書店，1997年）403頁。
15）民団のホームページに記されていた。http://www.mindan.org/bbs/bbs_view.php?
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   主   文  
被 告 人 尹 奉 吉 ヲ 死 刑 ニ 處 ス  
押 收 物 件 中 辨 當 箱 型 手 榴 彈 （ 證 第 二 號 ） ハ 之 ヲ 沒 收 ス  
   理   由  
被 告 人 ハ 數 年  ヨ リ  鮮 ガ 歴 史 風 俗 等 ヲ 異 二 セ ル 日 本 ノ 統 治 下 ニ
在 ル ヲ 不 合 理 ト シ  鮮 民 族 ノ 爲 其 ノ 獨 立 ヲ 囘 復 セ ムンコ ト 熱 望 シ  
居 リ タ ル ガ 遂 ニ  鮮 獨 立 運 動 ニ 盡 力 ス ル 目 的 ヲ 以 テ 鄕 家 ヲ 出 奔 シ
昭 和 六 年 五 月 八 日 上 海 ニ 渡 航 シ 爾 來 佛 租 界 内 ニ 居 住 シ 製 帽 工 等 ニ
就 職 シ ツ ツ 生 計 ヲ 立 テ 其 間 大 韓 僑 民 團 長 金 九 其 ノ 他 ノ 不 逞 ノ 徒 ニ
屢 接 觸 シ 居 タ ル ト コ ロ 昭 和 七 年 四 月 中 旬 頃 同 租 界 馬 浪 路 四 海 茶 館
ニ 於 テ 又 同 月 二 十 日 頃 同 租 界 西 門 路 某  鮮 人 宅 ニ 於 テ 孰 レ モ 右 金  
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昭 和 七 年 六 月 二 十 日 附 在 上 海 村 井 總 領 事 發 信 齋 藤 外 務 大 臣 宛 報 告
要 旨  
  爆 彈 事 件 犯 人 尹 奉 吉 ニ 對 ス ル  決  
      決  書  
 鮮 忠 淸 南 道 札 山 郡 德 山 面 柿 梁 里 百 三 十 九 番 地  
上 海 仏 租 界 貝 勒 路 東 方 公 寓 三 〇 號  
 無   職           尹   奉   吉  
明 治 四 十 一 年 五 月 十 九 日 生 
右 殺 人 、 殺 人 未 遂 、 爆 發 物 取 締 罰 則 違 反 被 告 事 件 ニ 付 當 軍 法 會 議
ハ 検 察 官 陸 軍 法 務 官 ニ 三 好 次 太 郎 干 與 審 理 ヲ 遂 グゲ 決 ス ル コ ト 左
ノ 如 シ  
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九 ノ 招 致 ニ ヨ
依リ テ 之 ト 會 合 シ 同 人 ヨ リ 若 シ 被 告 人 ヲ シ テ 眞 ニ 獨 立
運 動 ニ 盡 力 ス ル ノ 意 思 ア ラ バ 暗 殺 ヲ 目 的 ト セ ル 愛 國 團 員 ニ 列 セ シ
ム ル ヲ 以 テ 四 月 二 十 九 日 天 長 節 ニ 爆 彈 ヲ 以 テ 暗 殺 ヲ 決 行 セ ラ レ タ●
キ 旨 巧 ニ 慫 慂 セ ラ レ 被 告 之 ヲ 快 諾 シ 更 ニ 同 月 二 十 四 日  顕 四 海 茶
館 附 近 ノ 某 茶 館 ニ 於 テ 金 九 ト 會 合 シ タ ル 際 天 長 節 ニ 陸 軍 大 將 白 川
義 則 及 陸 軍 中 將 植 田 謙 吉 ヲ 殺 害 ス ベ キ 旨 同 人 ヨ リ 申 聞 ケ ラ レ タ ル
上 之 ガ 準 備 ト シ テ 支 那 紙 幣 九 十 弗 ヲ 與 エ ラ レ タ ル ヨ依リ 玆 ニ 今 ニ 將
軍 ヲ 殺 害 シ タ リ ト テ  鮮 獨 立 ノ 爲 ニ ハ 直 接 効 果 ナ カ ラ ムンモ 以 テ 
鮮 人 ノ 覺 醒 ヲ 促 シ 他 面 世 界 ノ 人 々 ニ  鮮 ノ 存 在 ヲ 識 ラ シ ム ル ヲ 得
ベ シ ト 思 惟 シ 愈 右 二 將 軍 ヲ 殺 害 セ シ ム ルン コ ト ヲ 決 意 シ 爾 後 右 金 九
ノ 指 示 ノ 儘 ニ 愛 國 團 々 員 ト シ テ ノ 記 念 撮 影 ヲ 爲 シ 或 ハ 同 人 ヨ リ 爆  
　　梅　軒　史　料
判 決 文 및 遺 書
　　　　社團
　　　　法人　梅軒尹奉吉義士紀念事業會㊞
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彈 使 用 ノ 方 法 ヲ 敎 示 セ ラ レ 更 ニ 同 月 二 十 八 日 白 川 大 將 、 植 田 中 將
ノ 寫 眞 ヲ 入 手 シ テ 其 ノ 認 識 ヲ 確 實 ニ シ 或 ハ 上 海 新 公 園 ニ 到 リ テ 明
申
日ノ 觀 兵 式 及 官 民 合 同  賀 式 ノ 準 備 成 レ ル 式 揚 ノ 模 様 ヲ 偵 察 シ タ
ル 後 同 夜 八 時 頃 同 租 界 華 龍 路 元 昌 里 十 三 號 某  鮮 人 方 ニ 於 テ 金 九
ト 會 シ 同 人 ヨ リ 明 日 使 用 ス ベ キ 水 筒 型 及 辨 當 型 ノ 二 個 ノ 手 榴 彈 ヲ
示 サ レ 之 ガ 使 用 法 ヲ 了 解 シ  ニ 一 切 ノ 殺 害 準 備 成 リ 翌 二 十 九 日 早
 右 某  鮮 人 方 ニ 於 テ 金 九 ヨ リ  記 二 個 ノ 手 榴 彈 ヲ 受 領 シ 水 筒 型
ノ モ ノ ハ 之 ヲ 右 肩 ヨ リ 左 脇 ニ 懸 ケ 他 ハ 之 ヲ 豫 テ 用 意 シ 置 キ タ ル 「 モ
ス 」 風 呂 敷 ニ 包 装 シ 同 日 午  八 時 頃 巧 ニ 官 憲 ノ 眼 ヲ  レ テ  記 新 公
園  賀 式 場 ノ 式 壇 左 側 斜 後 方 一 般 觀 覧 席 ニ 位 置 ヲ 占 メ 爆 彈 投 擲 ノ
機 ヲ 窺 ヒ 居 タ ル 際 觀 兵 式 終 了 シ 續 テ 官 民 合 同  賀 會 開 催 セ ラ レ 白  
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眼 摘 出 ノ 止 ム ナ キ ニ 至 ラ シ メ  駐 支 全 權 公 使 重 光 葵 ノ 四 肢 及 臀 部  
ニ 治 療 日 數 約 四 月 ヲ 要 ス ベ キ 百 數 十 ノ 爆 創 及 右 下 腿 骨 折 ヲ 同 上 海
總 領 事 村 井 倉 松 ノ 四 肢 ニ 治 療 日 數 約 三 週 日 ヲ 要 ス ベ キ 爆 創 ヲ 同 上
海 居 留 民 團 行 政 委 員 會 委 員 長 河 端 貞 次 ノ 右 側 胸 部 ニ 深 サ 胸 膜 腔 ニ
達 ス ル 創 傷 ヲ 同 民 團 書 記 長 友 野 盛 ノ 四 肢 及 顔 面 治 療 日 數 約 六 週 日
ヲ 要 ス ベ キ 手 榴 彈 々 片 創 ヲ 各 負 ワ シ メ 右 ノ 内 河 端 委 員 長 ハ 右 創 傷
ノ 爲 メ 胸 膜 腔 内 出 血 ヲ 起 シ 翌 三 十 日 午  三 時 十 分 死 亡 ス ル ニ 至 レ
リ 、 然 レ ド モ 被 告 人 ハ 白 川 大 將 、 植 田 中 將 ニ 対 シ テ ハ 共 ニ 殺 害 ノ
目 的 ヲ 達 セ ズ  時 現 場 ニ 於 テ 逮 捕 セ ラ レ タ リ  
以 上 ノ 事 實 ハ  
一 、 被 告 人 ハ 當 公  廷 ニ 於 テ  示 式 壇 上 ニ 在 リ タ ル 白 川  
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川 大 將 、 植 田 中 將 外 五 名 ガ 右 式 壇 上 ニ 列 立 シ 官 民 一 同 國 家 君 ガ 代
ノ 合 唱 ヲ 終 ラ ム
ント シ テ 一 同 肅 然 ト シ 被 告 人 ニ 注 意 ス ル モ ノ者 ナ キ ヲ
見 ル ヤ 好 機  ス ベ カ ラ ズ ト 爲做シ 今 被 告 人 ガ 爆 彈 ヲ 投 擲 セ バ 右 兩 將
軍 ヲ 殺 害 ス ル ノ ミ ナ ラ ズ 同 壇 上 ニ 在 ル 他 ノ 人 々 ヲ モ 必 然 殺 傷 ス ベ
キ コ ト ヲ  見 シ ナ ガ ラ 敢 然 手 ニ セ ル 辨 當 型 手 榴 彈 ヲ 地 ニ 置 キ 肩 ナ
ル 水 筒 型 手 榴 彈 ヲ 取 リ 外 シ 其 ノ 發 火 用 紐 ヲ 引 ク ト 同 時 ニ 右 式 壇 
ク ニ 突  シ 其 ノ 左 側 後 方 ヨ リ 式 壇 上 目 掛 ケ テ 右 手 榴 彈 ヲ 投 擲 シ テ
之 ヲ 炸 裂 セ シ メ 因 ツ テ 同 壇 上 ニ 在 リ シ 白 川 大 將 ニ 治 療 日 數 ● 四 週
日 ヲ 要 ス ベ キ 全 身 爆 彈 破 片 創 ヲ 植 田 中 將 ニ 同 日 數 約 六 週 日 ヲ 要 ス
ベ キ 左 足 爆 創  右 足 蹠 左 肩 頭 及 左 膝 蓋 部 爆 彈 破 片 創 ヲ 負 ワ シ メ 同
壇 上 ニ 在 リ シ 海 軍 中 將 野 村 吉 三 郎 ニ 全 身 爆 創 ヲ 負 ハ シ メ 爲 メ ニ 右  
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大 將 以 下 七 名 ガ 各  示 ノ 傷 害 ヲ 受 ケ 爲 ニ 河 端 委 員 長 ハ  示 ノ 如 ク
死 亡 ス ル ニ 至 レ ル 點 ヲ 除 キ  示 同 趣 旨 ノ 供 述 ヲ 爲 セ ル ト  
一 、 證 人 友 野 盛 ニ 対 ス ル  審 訊 問 調 書 ニ 同 人 ノ 供 述 ト シ テ 自 分 ハ 昭
和 七 年 四 月 二 十 九 日 天 長 節  賀 會 委 員 ト シ テ 新 公 園 式 場 ニ 出 場
シ 式 壇 正 面 ニ 向 テ 左 ヨ リ 村 井 總 領 事 、 植 田 中 將 、 白 川 大 將 、 重
光 公 使 、 河 端 居 留 民 團 行 政 委 員 會 委 員 長 及 自 分 ノ 順 ニ テ 壇 上 ニ
立 チ 列 ビ 君 ケガ代 合 唱 ノ 終 リ 頃 水 筒 様 ノ 物 壇 上 ニ 投 ゼ ラ レ 野 村 中
將 ノ  面 邊 ニ 落 チ ル ト 間 モ ナ ク 自 分 ハ 股 ヲ 殴 ラ レ タ ル 如 ク 感 ジ
負 ⁀傷 シ 氣 ガ 付 テ 壇 上 ヲ 見 廻 シ タ ル ニ 壇 上 ノ 人 々 ハ 既 ニ 四 散 シ
居 タ ル 旨 ノ 記 載 ア ル ト  
一 、 證 人 梨 岡 壽 男 ニ 対 ス ル  審 訊 問 調 書 ニ 自 分 ハ 派  軍 司 令 官 白 川 
－ 14 －
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仍 テ 主 文 ノ 如 ク  決 ス  
  昭 和 七 年 五 月 二 十 五 日  
    上 海 派  軍 法 會 議  
      裁  長  士 陸 軍 工 兵 中 佐   服 部 曉 太 郎  
         裁  官 陸 軍 法 務 官   大 塚   操  
     裁  長  士 陸 軍 輜 重 兵 大 尉   町 田   勇  
右 謄 本 也  
 昭 和 七 年 五 月 二 十 五 日  
上 海 派  軍 軍 法 會 議  
陸 軍 録 事  福  田  哲  三  
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法 律 ニ 照 ス ニ 被 告 人 ガ 人 ノ 身 体
體ヲ 傷 害 ス ル 目 的 ヲ 以 テ 爆 發 物 ヲ 使 用
シ タ ル 所 爲 ハ 爆 發 物 取 締 罰 則 第 一 絛 ニ 該 當 シ 因 テ 人 ヲ 殺 シ タ ル ハ
刑 法 第 百 九 十 九 絛 ニ 、 之 ヲ 遂 ゲ ザ リ シ ハ 各 同 法 第 二 百 三 絛 第 百 九
十 九 絛 ニ 、 人 ノ 身 体體ヲ 傷 害 シ タ ル ハ 各 同 法 第 二 百 四 絛 ニ 各 該 當 ス
ル ト コ ロ 殺 人 同 未 遂 及 傷 害 ハ 一 個 ノ 行 爲 ニ シ テ 數 個 ノ 罪 名 ニ 觸 ル
ル ヲ 以 テ 同 法 第 五 十 四 絛 第 一 項  段 第 十 絛 ニ 則 リ 殺 人 罪 ノ 刑 ヲ 最
モ 重 シ ト シ 之 ト 爆 發 物 取 締 罰 則 違 反 罪 ト ハ 互 ニ 競 合 ス ル モ ノ ナ ル
ヲ 以 テ 同 罰 則 第 十 二 絛 刑 法 第 十 絛 ヲ 適 用 シ 其 ノ 重 キ 爆 發 物 取 締 罰
則 違 反 罪 ノ 刑 ニ 縱 ヒ 死 刑 ヲ 選 択 シ 被 告 人 尹 奉 吉 ヲ 死 刑 ニ 處 ス ベ ク
主 文 掲 記 ノ 物 件 ハ 犯 罪 行 爲 ニ 供 セ ムント シ タ ル 物 ナ ル ヲ 以 テ 刑
法 第 十 九 絛 ニ 則 リ 之 ヲ 沒 收 ス ベ キ モ ノ ト ス  
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シ タ ル ヲ 現 認 シ タ ル 旨 ノ 記 載 ア ル ト  
一 、 頓 宮 寛 作 成 ニ 係 ル 河 端 貞 次 ノ 鑑 定 書 ニ 鑑 定 ト シ テ 同 人 ノ 右 側 胸
部 創 傷 ハ 爆 創 ニ シ テ 深 サ 胸 膜 腔 ニ 達 シ 同 腔 内 出 血 ヲ 起 シ 右 ガ 死
因 ト ナ リ テ 同 人 ハ 四 月 三 十 日 午  三 時 十 分 死 亡 ス ル ニ 至 レ ル 旨
ノ 記 載 ア ル ト  
一 、 白 川 義 則 、 野 村 吉 三 郎 、 植 田 謙 吉 、 重 光 葵 、 村 井 倉 松 、 友 野 盛
ノ 各 診 斷 書 ニ 各  示 關 係 部 分 ニ 適 合 ス ル 傷 害 ア ル 旨 ノ 各 記 載 ア
ル ト  
一 、 押 收 ニ 係 ル 辨 當 箱 型 手 榴 彈 （ 證 第 二 號 ） 手 榴 彈 破 片 （ 證 第 三 號 ）
ノ 存 在 ス ル ト  
ヲ 綜 合 考 竅 シ テ 之 ヲ 認 定 ス  
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大 將 ニ 随 行 シ テ 新 公 園 ニ 於 ケ ル 天 長 節  賀 式 場 ニ 出 席 シ 左 側 將
校 席 ニ 在 リ シ ガ 午  十 一 時 四 十 分 頃 國 家 ノ 合 唱 終 ル 頃 自 分 ノ 右
側 方 面 ニ 於 テ 異 様 ノ 音 續 テ 誰 カ ノ 叫 ぶ 聲 ヲ 聞 ク ト 思 フ ヤ 壇 上 ノ
河 端 委 員 長 ト 友 野 書 記 長 ト ノ 間 ヲ 飛 び 野 村 中 將 ト 重 光 公 使 ト ノ
中 間  方 壇 上 ニ 落 下 シ タ ル 物 ア リ 間 モ ナ ク 炸 裂 シ 爲 ニ 白 川 大 將
植 田 中 將 、 重 光 公 使 等 負 傷 セ ラ レ 孰 レ モ 手 當 セ ラ レ タ リ 壇 上 ノ
他 ノ 人 々 モ 倒 レ 居 ル ヲ 見 タ ル 旨 ノ 記 載 ア ル ト  
一 、  審 官 ノ 照 會 ニ 対 ス ル 第 三 艦 隊 副 官 水 野 恭 助 ノ 囘 答 書 ニ 第 三 艦
隊 司 令 長 官 野 村 中 將 ハ 四 月 二 十 九 日 上 海 新 公 園 ニ 於 ケ ル 天 長 節
 賀 式 ニ 參 列 シ テ 午  十 一 時 四 十 分 頃 突 如 投 擲 セ ラ レ タ ル 爆 彈
炸 裂 ノ 爲 全 身 ニ 爆 傷 ヲ 受 ケ  壇 上 ニ ア在リ シ 他 ノ 人 々 モ 全 部 受 傷  
－ 15 －
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十 五 歳 ニ 至 タ
ルマ デ 篤 ト 修 學 シ タ ル ヲ 以 テ 四 律 一 昔 ハ 難 無 ク 作 レ リ
玆 ニ 記 載 サ レ タ ル 玉 連 環 詩 一  ハ 十 五 歳 ノ 時 七 月 罷 接 （ 註 、 書 堂
ニ 於 テ 季 節 ノ 讀 物 ニ 替 ヘ ル 際 ノ 行 事 ）  
ノ 時 ニ 多  の 來 賓 ヨ リ 余 ノ 才 能 ヲ 試 サ ン ガ 爲  韻 成 詩 サ レ タ ル モ
ノ ナ リ  
  不 朽 聲 名 氣 明   士 氣 明 々 萬 古 晴  
  萬 古 晴 心 都 在 學  都 在 學 行 不 朽 聲  
十 六 歳 ノ 年 先 生 方 ノ 忠 告 ヲ 顧 ミ ズ 日 語  成 讀 本 ヲ 買 イ 求 メ テ 日 語
ヲ 自 習 ス ル コ ト ニ 決 意 シ 一 年 間 息 マ ズ ニ 孜 々 ト シ テ  ミ タ リ シ ヲ
以 テ 通 話 ● 能 ク ス ル ニ 至 レ リ  
十 七 歳 ニ 至 リ テ 犬 モ 喰 ハ ヌ 糞 ヲ 垂 レ ル 人 ト ナ リ ヌ （ 註 、 書 堂 ノ 先
生 ニ ナ リ タ ル コ ト ヲ 意 味 ス ） 父 兄 等 ノ  告 又 ハ  隣 ノ 先 生 方 ノ 
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父    尹    璜  
母    金  元  祥  
愛 國 團 員  奉    吉  
戊 申 年 五 月 廿
二十五 日 生  
（ 西 暦 一 九 〇 一 年 ）  
七 歳 ニ シ テ 私 塾 ニ 就 學 セ ル ガ 八 、 九 歳 ノ 同 學 者 中 ヨ リ 秀 テ 聰 明 ナ リ
シ ヲ 以 テ 先 生 ト  隣 ノ 父 老 者 等 ヨ リ 才 輩童ナ リ ト 謂 ハ レ タ 其 ノ 反 面 ニ
綽 名 ト シ テ 狸 ト 呼 バ レ タ リ 性 質 人 ニ 異 リ 剛 毅 且 急 燥 ナ リ シ ヲ 以 テ 同
輩 等 ト 闘 フ テ 敗 ケ タ ル コ ト ナ ク 或 ハ 接 長 （ 註 、 書 堂 ノ 漢 文 先 生 ノ 稱
呼 ） ヨ リ 鞭 打 タ レ テ モ 涙 ヲ 流 シ テ 泣 ク コ ト ナ ク 反 テ 惡 口 ヲ 浴 ビ セ 書
堂 規 則 違 反 ニ テ 先 生 ガ 脛 ヲ 打 ツ 爲 出 デ 來 タ レ ト 命 ズ レ バ 兩 眼 ヲ 大 キ
ク 開 キ パ チ 々 々 ト 斜 ニ 睨 ミ テ  氣 ナ リ キ  
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（ 第 一 號 ）  
宣  誓  文  
予
余ハ 赤 誠 ヲ 以 テ 祖 國 ノ 獨 立 ト 自 由 ヤヲ囘 復 セ ン ガ 爲 韓 人 愛 國 團 員 ノ
一 員 ト ナ リ テ 中 國 ヲ 侵 略 ス ル 敵 ノ 將 佼 ヲ 屠 殺 ス ル コ ト ヲ 盟 誓 ス  
  大 韓 民 國 十 四 年 四 月 二 十 六 日  
尹   奉   吉  
   韓 人 愛 國 團 殿  
 
尹 奉 吉 義 士 ノ 自 書 、 略 歴 及  囑  
履   歴   書  
本 籍  忠 南 禮 山 郡 德 山 面 柿 梁 里 一 三 九 番 地  
本  貫   坡    
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昭 和 七 年 十 月 十 九 日 附 在 上 海 石 射 總 領 事 發 信 内 田 外 務 大 臣 宛 報 告
要 旨  
爆 撃 犯 人 尹 春 吉 ノ 略 歴 及 遺 言  
上 海 虹 口 公 園 爆 彈 犯 人 尹 春 吉 ノ 略 歴 及 遺 言 ナ ル モ ノ 最  入 手 セ ル
ガ 右 ニ 關 シ 上 海 憲 兵 隊 ニ 於 テ 尹 春 吉 ニ 就 キ 取 調 ベ タ ル 處 ニ 依 レ バ
兇 行 ノ  々 日 タ ル 四 月 二 十 七 日 午 後 六 時 頃 尹 ハ 其 ノ 住 所 東 方 公 寓
ニ 於 テ 金 九 ノ 命 ニ 依 リ 所 持 の 支 那 手 帳 ニ 鉛 筆 ニ テ 其 ノ 履 歴 竝 ニ 二
兒 ニ 對 ス ル 遺 書 等 ヲ 認 メ タ ル 上 金 九 ニ 手 交 シ タ ル モ ノ ノ 如 シ （ 別
紙 第 二 號 取 調 書 参 照 ）  
而 シ テ 其 ノ 後 金 九 一 味 ニ 於 テ 別 紙 第 一 號 文 ノ 如 ク 「 尹 春 吉 義 士 ノ
自 書 略 歴 及 遺 嘱 」 ト シ テ 謄 寫 版 ニ 附 シ 各 地 鮮 人 ニ 配 布 セ リ ト  
－ 16 －
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以 テ 上 海 ヲ 目 的 ト 爲 シ 愛 ス ル 父 母 兄 弟 ト 愛 妻 愛 子 ト 住 ミ 慣 レ タ ル
故  山 川 ト ヲ 打 チ 捨 テ 塞 ガ ル 胸 ヲ 摑 ミ 握 ツ テ 鴨 綠 江 ヲ 渡 レ リ 門 出
ヲ シ テ 見 レ バ 噫 ！ 寄 セ 來 ル ハ 金 錢 ノ 苦 痛 ナ リ 辛 ジ テ 靑 島 マ デ ハ 着
イ キ タ ル モ 上 海  ニ  リ 着 ク 旅 費 ハ ナ カ リ キ 故 ニ 日 本 人 中 原  次
郎 洗 濯 所 ニ 雇 ヒ 入 レ ラ レ タ リ 門 出 ノ 金 ハ 余 ノ 金 ニ ア ラ ズ シ テ 自 
會 費 ノ モ ノ ナ リ シ ヲ 以 テ 余 ガ 人 ニ 雇 ハ レ タ ル 以 上 ハ 他 ヨ リ 借 入 レ
タ ル 金 ハ  シ 旅 費 ノ 出 來 次 第 出 立 ス ベ ク 決 意 シ タ リ 故 ニ 一 箇 年 間
滞 在 セ リ  
二 十 四 歳 ト ナ ル 五 月 八 日 ニ 目 的 地 タ ル 上 海 ニ 上 陸 セ リ 余 ヲ  フ ル
人 ハ ナ カ リ シ ガ 目 的 地 ニ  リ 着 イ タ ル コ ト ノ ミ ハ 無 二 ノ 喜 ビ ナ リ
キ  
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  弱 肉  食 殘 忍 性 ヲ 打 チ 捨 テ テ  
  相 助 相 愛 ノ 四 字 ヲ 鐡 案 ト 爲 シ  
   固 ニ 團 結 セ ン 我 ガ 柿 梁 里 ヲ  
二 十 三 歳 ヲ 數 フ ル コ ト ト ナ リ 、 歳 ヲ 重 ネ ル 程 我 等 ノ  迫 ト 我 等 ノ
苦 痛 ハ 愈 々 加 ハ ル ノ ミ ナ リ  
余 ハ 玆 ニ 於 テ 一 ツ ノ 覺 悟 ア リ タ リ 卒 直 ニ 言 ハ バ 立 枯 ト ナ ツ テ 往 ク
三 千 里 江 山 ヲ 凝  シ テ 居 ラ レ ザ リ キ 水 火 ニ 陥 リ タ ル 人 ヲ 見 テ 其 ノ
儘 ニ 泰 然 ト シ テ 坐  シ 居 ラ レ ザ リ シ モ ノ ナ リ  
玆 ニ 於 ケ ル 覺 悟 ハ 他 に 途 ナ ク 余 ノ 鐵 拳 ヲ 以 テ 敵 ヲ  時 ニ 打 壊 サ ン
ト ス ル ニ ア リ 鐵 拳 ハ 棺 ニ 入 リ タ 後 ハ 用 ヲ ナ為サ ズ 老 イ タ ル ハ 無 用 ナ
リ 余 ノ 耳 ニ 銉 々 タ リ シ ハ 上 海 假 政 府 ナ リ キ 多 言 ヲ 要 セ ズ 此 覺 悟 ヲ  
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   以 下 記 載 ハ 柿 梁 ノ 洞 歌 ナ リ  
              （ 歌 譜 ハ  月 歌 譜 ニ テ ）  
一 、 造 化 神 功 ノ 伽 倻 山 ノ 精 氣 ヲ 受 ケ  
  絶 勝 佳 景 修 德 山 ノ 精 氣 ヲ 募 リ テ  
  錦 繍 江 山 三 千 里 無 窮 花 園 ニ  
  長 ク 長 ク 光 ヲ 放 ツ 我 ガ 柿 梁 里  
ニ 、 伽 倻 山 ハ 我 等 ノ 背 景 ト ナ リ  
  温 泉 ノ 野 原 ハ 我 等 ノ 舞 臺 ナ リ  
  兩 腕 ヲ 捲 リ 兩 足 ヲ 裸 ニ シ テ 出 演 シ  
  早 ク 自 作 自 給 ノ 實 現 ヲ 促 ガ サ ン  
三 、 暗 黒 東 天 ノ 啓 明 星 ガ 昇 ル ナ ラ バ  
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誘 ア リ シ ノ ミ ナ ラ ズ 自 分 自 身 デ モ 爲 ス コ ト ナ カ リ キ 故 ニ 已 ム ヲ 得
ズ 七 、 八 名 ノ  童 ヲ  ヘ ル コ ト ト シ 十 八 歳  二 箇 年 間 續 ケ タ リ  
十 九 歳 ニ 至 リ テ ハ 發 ●龑セ ル 農 村 開 拓 ヲ 目 的 ト シ 村 ノ 父 老 ト 協 議 ノ
上 村 ニ 小 屋 ヲ 一 軒 構 ヘ テ 貧 困 ニ シ テ 就 學 シ 得 ザ ル  童 ヲ 募 集 シ 夜
學 ヲ 始 メ タ ル 結 果 其 ノ 成 績 頗 ル 優 良 ト ナ レ リ 其 ノ  童 及 父 兄 ト 親
睦 ヲ 圖 リ 良 風 美 俗 ヲ 奨 勵 セ ン ガ 爲 毎 年 學 藝 會 ヲ 開 催 シ タ リ 又 ハ 自
 會 ヲ 組 織 シ 毎 月 一 囘 宛 月 例 會 ヲ 催 シ 古 談 及 新 思 潮 ヲ 講 演 ス ル コ
ト モ ア リ タ リ  
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靜 カ ナ ル  ト ハ 言 ヒ ナ ガ ラ 狂 風 ノ 起 リ ソ ウ ナ リ  
血 沸 ク 靑 年 諸 君 ヨ 準 備 セ ヨ  
軍 服 ヲ 着 テ 銃 ヲ 擔 キ 劔 ヲ 手 ニ シ  
軍 樂 喇 叭 ニ 歩 調 ヲ 揃 ヘ テ 行 進 セ ヨ  
  二  十  七  日  
  新 公 園 ニ テ 靑 茵 ヲ 踏 ミ ツ ツ  
萋 々 タ ル 芳 草 カ ナ  
  明 年 ニ 春 色 到 レ バ  
  王 孫 ト 共 ニ 來 レ ヨ  
靑 々 タ ル 芳 草 カ ナ  
  明 年 ニ 春 色 到 レ バ  
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ポ レ オ ン 」 ア リ 米 國 ニ ハ 發 明 家 「 エ ヂ ソ ン 」 ア リ  
冀 ク バ 汝 ノ 母 ト ナ リ 汝 達 ハ 其 ノ 人 ト ナ ル ベ シ  
   隨         筆  
血 沸 ク 靑 年 諸 君 等 ハ 知 ル ヤ 否 ヤ  
無 窮 花 三 千 里 我 ガ 江 山 ニ  
倭 奴 ガ 何 故 ニ 來 テ 何 故 ニ 狂 奔 ス ル カ ヲ  
血 沸 ク 靑 年 諸 君 ハ 知 ラ ザ ル ヤ  
中 國 人 胡 奴 ハ 戻 リ 來 リ テ 戻 リ 歸 ル ニ  
倭 奴 ハ 來 リ テ 何 故 ニ 歸 ラ ザ ル カ  
血 沸 ク 靑 年 諸 君 ハ 眠 レ ル ヤ  
東 天 ニ 曙 色 ハ 漸 ク 明 ケ ン ト ス ル ニ  
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  妻 、   裴  用  順  （ 星 州 裴 氏 ） 丁 未 八 月 十 五 日 生  
 長 子 、   模    淳  丁 卯 九 月 十 一 日 生  
 二 子 、   淡       （ 余 ノ 門 出 後 出 生 ノ 者 ） 庚 午 五 月 十 九 日
生  
    嗅 キ 坊 哈 ノ 兵 隊 ニ 、、、、、 模    淳  
                   淡  
オ  ガ 若 シ 熱 血 ア リ 氣 骨 ア リ ト ス レ バ 必 ズ  鮮 ノ 爲 ニ 勇 敢 ナ ル 闘
士 ト ナ レ 大 極 ニ 旗 幟 ヲ 高 ク ハ タ メ カ シ ナ ガ ラ 余 ノ 果 敢 ナ キ 墓  ニ
訪 レ テ 一 極掬ノ 酒 ヲ 酌 メ ヨ 而 シ テ オ  達 ハ 父 ナ キ ヲ 悲 ム ナ カ レ 可 愛
ガ ル 母 居 ル 故 ニ 母 ノ 教 養 ニ テ 成 功 者 ト ナ ラ ン コ ト ヲ 、 、 、 、 東 西 
洋 ノ 歴 史 ヲ 見 レ バ 東 洋 ニ 文 學 家 孟 軻 ア リ 西 洋 ニ 佛 蘭 西 革 命 家 「 ナ  
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人 ノ 巾 着 ニ 金 ガ 入 リ 居 レ ル ヤ 糞 ガ 入 リ 居 レ ル ヤ ハ 何 人 カ 知 レ ル ヤ
來 テ 見 レ バ 又 寄 セ 来 ル ハ 金 錢 ノ 困 難 ナ リ キ 故 ニ 中 國 ●
鬃品 公 司 職 工
ト ナ リ ヌ  
本 工 場 ハ 韓 人 工 友 ガ 十 七 名 ナ リ シ ヲ 以 テ 韓 人 工 友 親 睦 會 ガ 創 立 セ
ラ ル ル ヤ 工 友 會 ノ 會 長 ト 云 フ 名 稱 ヲ 名 乘 ル ヤ ウ ニ ナ リ タ リ  
然 ル ニ 工 場 主 朴 震 ト 微 細 ナ ル 感  ニ テ 解 雇 サ レ 桂 春 建 君 ト 共 ニ 虹
口 ニ 小  商 ヲ 開 店 セ リ  
而 シ テ 後 ノ コ ト ハ 皆 ノ 先 生 方 ガ 御 存 知 ノ 筈 ナ リ  
 遺  族  
  父 、   尹    璜  辛 卯 年 十 一 月 五 日 生  
  母 、   金  元  ●科 （ 慶 州 金 氏 ） 巳 丑 年 十 二 月 十 六 日 生  
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供 ニ 對 ス ル  書 竝 ニ  鮮 靑 年 ニ 對 ス ル 私 ノ 感 想 ヲ 随 筆 ト シ
テ 書 キ 終 リ ニ 私 ガ 本 年 四 月 二 十 七 日 午 後 一 時 頃 上 海 新 公 園
ノ 式 場 ヲ 下 見 分 ニ 行 ツ タ 時 私 ノ 踏 ン ダ 芝 ハ 其 ノ 儘 起 キ 得 ナ
イ ノ モ ア リ 又 再 ビ 起 キ 上 ル モ ノ モ ア リ マ シ タ ソ レ ヲ 見 テ 私
ハ 人 間 モ 亦  イ 者 カ ラ 蹂 躪 サ レ ル ト キ ハ 此 芝 ト 何 等 變 リ ガ
無 イ ト 思 フ ト 非 常 ニ 悲 シ イ 感 情 ガ 湧 キ マ シ タ 其 ノ 氣 持 ヲ 
書 ト シ テ 書 キ マ シ タ  
 問   書 中 ノ 履 歴 ハ 事 實 ト 相 違 ナ キ ヤ  
答  金 九 カ ラ 突 然 要 求 サ レ テ 書 イ タ ノ デ ス カ ラ 年 次 ニ 多 少 間 違
ヒ ガ ア リ マ ス  書 ヲ 書 ク 時 ニ モ 私 ハ 金 九 ニ 其 ノ 事 ヲ 斷 リ マ
シ タ 處 金 九 ハ 「 年 次 等 ハ 多 少 違 ッ テ モ 差 支 ナ イ カ ラ 自 分 ノ  
 25334
 答  事 件 ノ 命 令 者 タ ル 金 九 ノ 要 求 ニ 依 リ 私 ノ 略 歴 及 感 想 等 ヲ 書
イ テ 渡 シ タ 事 ガ ア リ マ ス  
 問  當 時 ノ  況 ヲ 詳 細 ニ 申 陳  ベ ヨ  
答  本 年 四 月 二 十 七 日 私 ガ 上 海 新 公 園 ノ 觀 兵 式 場 ノ 模 様 ヲ 下 見
分 シ テ 歸 ツ タ 日 ノ 午 後 六 時  頃 金 九 ガ 東 方 公 寓 ノ 私 方 ニ 尋
ネ テ 來 マ シ テ 金 九 ガ 言 フ ノ ニ 「 之 ガ オ  ノ 最 後 ダ カ ラ オ 
ノ 經 歴 ト 感 想 ヲ 書 ケ 」 ト 言 ハ レ マ シ タ ノ デ 私 ガ 日 頃 使 ツ テ
居 タ 支 那 製 ノ 手 帳 ニ 鉛 筆 ヲ 以 テ 書 キ 他 ノ 事 ヲ 書 イ テ ア ル
處 ヲ 破 ッ テ 捨 テ マ シ テ 其 ノ 手 帳 ヲ 金 九 ニ 渡 シ マ シ タ  
 問   書 ノ 内 容 ハ 何 カ  
 答  私 ノ 履 歴 書 ト 私 ノ 作 成 シ タ  里 ノ 「 柿 梁 里 ノ 歌 」 及 私 ノ 小  
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    聽    取    書  
 本 籍  忠 淸 南 道 禮 山 郡 德 山 面 柿 梁 里 一 三 九  
 住 所  上 海 佛 租 界 貝 勒 路 東 方 公 寓 三 〇 號  
                 伊   奉   吉  
                   當 二 十 五 年  
右 ノ 者 昭 和 七 年 十 月 十 一 日 上 海 派  憲 兵 隊 本 部 ニ 於 テ 本 職 ニ 對 シ
左 ノ  リ 任 意 陳  ヲ 爲 シ タ リ  
 問  オ  ハ 尹 奉 吉 カ  
 答  左 様 デ ア リ マ ス  
問  オ  ハ 本 年 四 月 二 十 九 日 上 海 新 公 園 ニ 於 テ 觀 兵 式 場 ニ 爆 彈
投 擲 以  ニ  書 ヲ 書 キ タ ル コ ト ア リ ヤ  
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  高 麗 江 山 ニ モ 寄 ツ テ 歸 レ ヨ  
多 情 カ ナ 芳 草 カ ナ  
  今 年 四 月 廿
二十九 日 ニ  
  放 砲 一 聲 ニ テ 盟 誓 セ ン  
   白 凡 先 生 ニ  
巍 々 靑 山 号    載 育 萬 物 哉  
鬱 々 蒼 々 号    不 變 四 時 哉  
濯 々 鳳 翔 号    高 飛 干千仭 哉  
擧 世 皆 濁 号    先 生 獨 淸 哉  
老 當  壯 号    先 生 義 氣 哉  
臥 薪 嘗 ●膽号    先 生 赤 誠 哉  
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昭 和 七 年 十 一 月 十 八 日 在 上 海 石 射 總 領 事 發 内 田 外 務 大 臣 宛 電 報 要
旨  
當 地 派  憲 兵 隊 ハ 將 校 以 下 二 十 八 名 ヲ 殘 シ 他 ハ 全 部 引 揚 ニ 決 シ 來
ル 二 十 八 日 當 地 發 歸 還 ノ 筈 ナ ル ガ 虹 口 公 園 爆 彈 事 件 犯 人 尹 奉 吉 ハ
十 一 月 十 八 日 當 地 發 大 洋 丸 ニ テ 大 阪 ニ 向 ケ 護 送 セ ラ レ タ リ  
神 戸 上 陸 ノ 豫 定  
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 答  ア リ マ セ ン  
陳  人  尹   奉   吉  
右 録 取 シ 讀 ミ 聞 カ セ タ ル 處 事 實 相 違 ナ キ 旨 申 立 ツ ル ニ 依 リ 署 名 拇
印 セ シ ム  
 昭 和 七 年 十 月 十 一 日  
       上 海 憲 兵 隊  
陸 軍 司 法 警 察 官  
陸 軍 憲 兵 軍 曹   須 藤 貞 一 郎  
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 問  オ  ノ  書 ハ 金 九 ガ 世 間 ニ 發 表 ス ル ト 言 ハ ナ カ ツ タ カ  
 答  ソ レ ハ 言 ヒ マ セ ン デ シ タ 若 シ 發 表 ス ル ト 言 ハ レ タ モ ノ ナ レ
バ 私 ハ 充 分 ニ 考 ヘ テ 詳 細 ニ 字 句 モ 立 派 ニ 書 ク 筈 デ シ タ 然 シ
金 九 ハ 私 ガ 咄 嗟 ノ 場 合 ニ 書 イ テ 居 ル ノ ヲ 見 テ 「 君 ハ 實 際 素
養 ガ ア ル ネ 」 と 言 ヒ マ シ タ 一 ツ 申 シ 落 ト シ マ シ タ ガ  書 ノ 内
容 ノ 内 金 九 ニ 對 ス ル  書 モ 同 時 ニ 書 キ マ シ タ  
 問  オ  ハ 以 上  ベ タ 他 ニ  書 ノ 如 キ モ ノ ヲ 書 キ タ ル 事 實 ナ キ
ヤ  
 答    以 外 ニ ハ ア リ マ セ ン  
 問  オ  ノ  書 ノ 問 題 ニ 付 キ 他 ニ 申 シ  ブ ル 事 ナ キ ヤ  
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意 思 丈 明 瞭 ニ 書 ケ 」 ト 言 ハ レ タ 位 デ ア リ マ ス ソ シ テ 午 後 九
時 頃  約 二 時 間  カ カ ツ テ 書 キ マ シ タ ケ レ ド モ 隨 分 不 昧
書 キ 方 ヲ シ マ シ タ  
 問  オ  ハ 誌詩ヲ 作 ル 素 養 ア リ ヤ  
 答  私 ガ 書 堂 ニ 通 ツ テ 居 ル 當 時 毎 日 詩 ヲ 敎 ヘ ラ レ マ シ テ 克 ク 勉
強 シ マ シ タ ガ 私 ガ 作 ツ テ 發 表 サ レ タ モ ノ ノ 内 デ 人 々 ニ 誉 メ
ラ レ タ モ ノ モ ア リ マ ス 良 ク 出 來 タ モ ノ ハ 今 デ モ ヨ ク 記 憶 シ
テ 居 マ シ テ 當 時 作 ツ タ 通 リ 間 違 ヒ ナ ク 書 ク コ ト ガ 出 來 マ ス 
 問  オ  ガ  里 柿 梁 里 ノ 歌 ヲ 作 ツ タ ノ ハ 誰 カ ニ 依 頼 サ レ タ モ ノ
ナ ル ヤ  
 答  誰 カ ラ モ 依 頼 サ レ タ モ ノ デ ナ ク 私 ガ 獨 リ テ 作 ツ タ モ ノ ニ 相
違 ア リ マ セ ン 然 シ 曲 ハ 當 時 流 行 ノ 歌 ノ 譜 ヲ 用 ヒ マ シ タ  
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昭 和 七 年 十 二 月 二 十 六 日 附 松 本 陸 軍 省 法 務 局 局 員 發 信 寺 嶋 外 務 省
絛 約 局 第 二 課 長 宛 通 報 要 旨  
尹 奉 吉 死 刑 執 行  
本 年 五 月 二 十 五 日 上 海 派  軍 軍 法 會 議 ニ 於 テ 殺 人 、 殺 人 未 遂 、 傷
害 、 爆 發 物 取 締 罰 則 違 反 罪 ニ 依 リ 死 刑 ノ  決 ア リ タ ル 首 題 ノ 者 ニ
對 シ 本 月 十 九 日 右 刑 ヲ 執 行 セ リ  
尹奉吉（右）と
金九（大韓民国上海臨時政府主席）
1932年４月29日実行直前
▲軍法会議の記録は敗戦時に全て焼却されたことになってい
た。ここに収録されたものは岡田好史事務局長の労により再
現されたものである。なお，一部手直しした箇所がある。
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1932年４月29日12時40分，爆弾を投げた後，逮捕連行される尹奉吉
孝昌墓地公園（ソウル）
尹奉吉の慰霊碑（金沢市）
出典：홍원식『白凡金九』（九思，1999年）
　　　辛基秀編『映像が語る「日韓併合」史』（労働経済社，
　　　1987年）
